
アジア各国の「宝くじ」
日本では、年末宝くじの販売風景が毎年ニュースで紹介され
るなど師走の風物詩の一つになっていますが、アジアの多く
の国でもいろいろな宝くじが販売されています。
今回は、アジア３カ国の「夢の見かた」をご紹介します。

所変われば

これまで、宝くじの1等賞金は1億5千万チャット（約1200万円）でしたが、今年3月から1等10億チャット
（約8000万円）の宝くじが発売されました。これが人気を呼び、史上最高の売上を記録したそうです。
ミャンマーでも宝くじは大人気で路上店や車の移動販売、売り子がお店で販売するなどさまざまです。

昔ながらのスタイルのベトナムの宝くじ売場です。出勤前に購入したりする人もおり、大通り
沿いの店は混雑しがちです。ベトナムでは、宝くじを売っている人に障がい者や生活困窮者
が多く、国の福祉対策の一環だそうです。最近は高額賞金のベトナム版「ロト６」が人気です。

台湾ではレシートが宝くじになっています。８桁の数字が宝くじの番号で、最高額は1000万台湾元（約
3600万円）。ちょっとした買い物でも当たり券になる可能性があるので、レシートはしっかり貰います。
つまり、この宝くじは企業の脱税防止が狙いです。ちなみに外国人でも賞金を受け取ることができます。
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